
と
　
が
わ
じ

ょ
う

静
岡
。
小
川
城
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
焼
津
市
小
川
字
堀
の
内
他

２
　
調
査
刺
間
　
　
一
九
入
〇
年
（昭
５５
）
を
一
九
八
四
年
（昭
５９
×
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
焼
津
市
教
育
委
員
会

。
焼
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
原
川
　
宏

・
山
口
和
夫

・
丸
山
博
信

。
大
石
佳
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

。
集
落
跡

・
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
を
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

小
引
城
遺
跡
は
、
法
永
長
者
屋
敷
跡
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
長
谷
川

一
族
の
居

館
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
地
区
で
あ
る
。
文
献
に
は
、
「今
川
記
」
口
本
長
手

記
」
な
ど
、
わ
ず
か
に
記
さ
れ

て
い
る
の
み
で
、
長
谷
川
氏
の

性
格
を
伝
え
る
資
料
は
皆
無
と

い
っ
て
ょ
い
。今
回
の
調
査
は
、

小
川
地
区
区
画
整
理
に
伴
う
も

の
で
あ
る
が
、
地
籍
図
に
城
跡

Ю
遺
構
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る

鮪
の
で
そ
れ
を
基
に
調
査
を
実
施

し
て
き
て
い
る
。
調
査
前
に
城

郭
内
を
小
川
城
遺
跡
、
城
郭
東
外
側
の
地
区
を
別
載
の
道
場
田
遺
跡
と
し
て
便

宜
的
に
地
区
を
分
け
調
査
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
調
査
後

の
結
果
か
ら
若
干
の
問
題
が
あ
る
が
、
別
の
機
会
に
し
、
今
回
は
小
川
城
内
の

主
な
遺
構
と
木
簡
の
概
要
の
み
と
し
た
い
。

小
川
城
遺
跡
の
居
館
は
、
東
西
約
二
〇
〇
ｍ
、
南
北
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
堀
に
囲

ま
れ
て
い
る
。
堀
の
規
模
は
、
幅
約

一
五
ｍ
前
後
、
深
さ
約
二
ｍ
で
、
北
側
の

堀
に
は
、
八
ｉ
二
一
ｍ
間
隔
に
畝
状
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
南
側
の
堀

は
、
城
館
内
入
日
部
と
の
交
点
で
堀
が
切
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
状
道
路

下
に
あ
る
の
で
明
確
で
な
い
。
調
査
は
、
南

・
東

。
北
の
堀
の
約
半
分
を
実
施

し
、
西
側
頻
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。

城
館
内
は
地
籍
図
か
ら
想
定
す
れ
ば
、
土
塁
状
遺
構
に
囲
ま
れ
て
い
た
で
あ

る
う
が
現
状
で
は
確
証
は
な
い
。
調
査
で
検
出
さ
れ
た
主
な
遺
構
は
、
多
数
の

掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
群
、
井
戸
、
溝
状
遺
構
で
あ
る
。
特
に
規
模
の
大
き
い
溝

状
遺
構
は
、
建
物
機
能
を
分
離
す
る
区
画
を
示
す
溝
と
考
え
る
が
調
査
が
全
域

で
な
い
の
で
粥
確
で
な
い
。

こ
れ
ら
堀

・
城
館
内
の
主
な
出
土
遺
物
は
、
瀬
戸

。
常
滑
系
を
主
と
す
る
国

産
陶
磁
器

・
須
恵
質
土
器

。
土
師
質
土
器
、
そ
れ
に
自
磁

・
青
磁

・
染
付
絵
皿

と
い
っ
た
輸
入
陶
磁
器
が
あ
る
。
木
製
品
は
、
下
駄

。
曲
物

・
漆
器
類

・
織
機

の
部
品

。
杓
子
な
ど
あ
る
。
呪
術
関
係
遺
物
と
し
て
は
、
呪
符
木
筒
と
人
形

・

刀
形

。
舟
形

・
農
形

・
獅
子
頭

・
羽
子
板
と
い
っ
た
形
代
、
将
棋
の
駒

・
陽
物

そ
れ
に
斎
串
が
多
荻
出
上
し
て
い
る
。
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15)

３
　
木
簡
の
釈
文
・
内
容

本
簡
番
号
が
順
不
同
に
な
る
が
遺
構
別
に
列
記
し
て
み
た
。

城
郭
東
側
堀

・⑥
　
・
ｘ
□
□
守
護
也

・
Ｘ
日
日
日

日日
日
一※

①
　
。
「□

一
斗

要
ｘ８ヽ
”
ド　
　
　
　
　
４聟
Ｌ
酬
咄
〕

鸞
下

ｘ
伽
ｘ
ヽ
　
ヽ

城
郭
北
側
堀

ω
　
・
，
〈（醒
定
形
星
王
　
咲
曜
日
日
回
回

□
回
□

（梵
字
）

∴
回
薬
師
如
来

②
　
。「□
□
□
□〔帥
雁
鴎膚
♂加
律
令
」

・
「
ｌ

ｌ

」

徐
李
）□

①
　
・
「国
□
□

↑静

□

□

回

□

□

回

礎

蓼

事

・　

・　
一

（梵
字
）
　
　
咄
賦
堤
幌
毛
兄
神
途
回

。「〉（□南無導師粧勒癖

催酢　」

（梵
宇
）

。
「
　

□

□
天
Ｘ

天
Ｘ

Ｙ
□
」

（日
は
全
て
梵
字
で
あ
る
）

」

∞伽ド
Ｘ
ｕ〕
×
ド
　
切

（薔
∪
ｘ
盟
×
Ｏ　
Ｎ

「
　
　
き

ん

せ

い

同
日
日
日
――

日
日
日
四
て

Ｈ

＝

一

一＝

＝

一

＝

＝

・

一＝

＝

一

申
三
月
□
□

・
Ｅ

ツ
王

」

≒
走
誤
」

〕
μ
⇔
×

い
ド
Ｘ
ω
　
∞

（【ド０）
Ｘ
ヽ
Ｐ
Ｘ
ヽ
　
ドΦ

合
μじ
×
桜
×
〕

Ｈ

①
　
・
ｘ
河
□
来

ｘ
ロ

ハ
ｘ

×
□
回
×

。
　
　
，
／

Ｘ

く
、
Ｘ
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
占
）
×
い
０
い
Ｘ
ヽ
　
いヽ

（一６う
）
Ｘ
や
Ｏф
・Ｘ
ヽ
　
岸ｕ

密
×
企
じ
ｘ
伽

彗

開



ω０

，

餞

ｘ

≒
□
回
ｘ

（梵
字
）

「
釜
竿
）
　
　
咄
際
曜
呪
七
鬼
神

。
ｘ
回
天
形
星
皇
□
蘇
民
将
来
子
孫
☆

一地
鎮
鬼
除
八
鬼
神
　
」

（梵
字
）

歳
回
謡
と

。
「〕
】工
天

」

。「叉
来
」

名
＜
二
斗
八
升

名
＜
□

ｘ
回
□
ｘ

名建
酔

令
ｅ
ｘ
ф∞
ｘ
卜　
０一

や
μ
中
〉
（
釦
い
Ｘ

∞
　
　
ф
や

『
Φ
Ｘ

μ
∞
Ｘ

ド
　
∞
ф

”
ｍ
Ｘ
ф
ω
Ｘ
ヽ
　
∞
銅

中ドヽ
×
中
ω
×
や
　
∞坤

令
じ
ｘ
こ
ｘ
”

密

（お雨
）
Ｘ
∞６
×
ヽ
　
◆ヽ

城
郭
南
側
堀

ω
　
。
「□
□
□
□
回
い
て
や

日
□
□

こ
て
ら
の
は
る
な
．□

□
□
□
□
□
□
□
□
」

名
□
□
□
□
□
□
回

〔に
ヵ
〕
〔
い
ヵ
〕

□
た
し
□
□
な
し
□

□
□
か
ら
れ
て
□
□
」

①

　

「□
日
――
□

〓
一
　

　

回

□□加即
的
」

お
Ｙ

。
「　
木
火
土
金

名
ふ
剛
縫
民
将
来
子
孫
也

ｏ
「
　

　

☆

。
「
み

離

認

印
届

唸
佐
如
律
任

ф
Ｏ
Ｘ
ヽ
ド
Ｘ
ヽ
　
中
∞

．念
こ
Ｎ）
ｘ
ヽ
ド
Ｘ
”
　
【や

」

遍
敬
白
」
囀
一
伽
Ｘ
や
ヽ
Ｘ
Ｎ
　
い０

Ｑ

∪
ｘ
島
ｘ
枷

ど

ω ±
戸

鬱
　
　
×
奉
轄
讀
大
〔剛
酢
経
一
部
×

一
一
や
×

枷
中
Ｘ

い
　
や
『

54



1983年出上の木簡

鰯
　
名
＜
蘇
民
将
来
子
孫
也
」

名
＜
　
　
☆
　
　
　
　
」

藩
状
遺
構

お
Ｙ

「迷
企
羅
大
将

魅
詳
辟
」

「
Ｘ

・醜
昨
聟

そ
の
他
の
追
構

（Ｇ
不
明
い
ω
注
穴
、

〔神

ヵ
〕

①
　
　
×
□
□
×

①

長
（酔
□
□
□
□
□
臣

。
×
□
□
□
　
　
　
　
」

1261

因鍵
□

嘱も

己姦

」

倒
土
城
）

〕
Ｎ
Ｘ

い
０
×

中

　

ゃ
∞

ω
いヽ
Ｘ
ヽ
μ
Ｘ
∞
　
ω

（μΦ
μ）
×
（］Φ）
Ｘ
Ｎ　　
μ∞

（μ枷Ｎ）
×
（ωＯ）
×
卜
　
μＮ

（μＨ∞）
Ｘ
中Φ
×
頓
　
μ∞

中
μ∞
Ｘ
（］
μ）
Ｘ
］
　
中〕

（Φ∞）
Ｘ
（∞い
）
Ｘ
”　　”

（
浮∞『
）
Ｘ
］『
Ｘ
Φ
　
Φ

働
　
ネ
灌
一子Ｌビ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

な
ら
ん

。
「
〇
　

　

　

一日

日

一　

　

　

　

　

（μＰＮ）
×
的ヽ
×
い

Ｐω

木
簡
は
計
四

一
点
発
見
さ
れ
て
い
る
。
北
側
堀
出
上
の
木
簡
と
井
戸
か
ら
の

出
上
の
木
簡
は
総
て
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
城
郭
南
か
ら
東
側
堀
出

上
の
木
簡
は
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
将
棋
の
駒
⑩
⑭
、
内
容
は
不
明
だ
が
禁
制

文
書
ら
し
き
札
⑨
、
仮
名
交
り
の
板
①
⑬
、
穀
類
の
付
札
⑦
ω
な
ど
に
、
呪
符

木
簡
も
認
め
ら
れ
る
。
特
に
呪
符
木
簡
で
は
⑫
が
注
目
さ
れ
る
。
天
形
星
皇

。

咄
灰
曜
呪

・
蘇
民
将
来
子
孫

・
地
鎮
兄
除
と
い
っ
た
呪
句
が
含
ま
れ
、
道
場
田

・
小
川
城
遺
跡
の
他
地
区
か
ら
類
似
し
た
木
簡
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
興
味
を
ひ
く
。
ま
た
、
喩
々
如
律
令
、
薬
師
如
来
、
七
鬼

神
、
八
鬼
神

・
木
火
土
金
水
、
百
遍
敬
白

・
奉
韓
讃
大
般
若
経
な
ど
の
慣
用
句

が
め
だ
つ
。

な
お
木
筒
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
鬼
頭
清
明

氏
の
御
教
示
を
い
た
だ
き
、
呪
符
木
筒
に
つ
い
て
は
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
の

御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
わ
す
次
第
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

焼
津
市
教
育
委
員
会

『小
川
地
区
遺
跡
分
布
調
査
概
要
』
盆

九
七
九
年
）

同

『焼
津
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
Ⅲ
』
全

九
八
四
年
）

同

『
焼
津
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
Ⅳ
』
全

九
八
四
年
）

（原
川
　
宏

。
山
口
和
夫
）

働

　

・


